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常
任
委
員
会
審
査総

務
常
任
委
員
会

総
務
常
任
委
員
会

平
成
25
年
度
一
般
会
計
予
算

予
算
の
概
要
に
つ
い
て
の
総
括
質
疑

質　

疑　

平
成
25
年
度
予
算
を
見

る
と
、
本
市
独
自
で
の
復
旧
復
興

に
ど
の
よ
う
に
取
り
組
ん
で
い
こ

う
と
し
て
い
る
の
か
が
今
ひ
と
つ

見
え
な
い
。
今
回
の
市
債
を
見
て

も
昨
年
よ
り
も
14
億
円
も
少
な

い
。
こ
の
こ
と
か
ら
も
単
独
事
業

が
少
な
い
と
思
う
。

答　

弁　

市
の
独
自
事
業
に
つ
い

て
は
、
復
旧
復
興
基
金
か
ら
22
億

円
を
取
り
崩
し
、
復
興
計
画
の
六

つ
の
主
要
施
策
に
よ
る
事
務
事
業

に
充
て
て
い
る
。
市
債
が
少
な
い

こ
と
に
つ
い
て
は
、
現
在
復
旧
事

業
を
優
先
し
て
い
る
が
国
の
制
度

と
し
て
起
債
か
ら
震
災
復
興
特
別

交
付
税
へ
と
現
金
化
さ
れ
た
制
度

が
あ
る
。
こ
れ
は
起
債
に
よ
る
後

年
度
負
担
を
考
慮
し
て
の
制
度
設

定
と
考
え
る
が
、
こ
の
震
災
復
興

特
別
交
付
税
に
よ
り
市
債
が
減
っ

て
い
る
も
の
と
考
え
て
い
る
。

質　

疑　

平
成
25
年
度
の
予
算
編

成
方
針
に
お
い
て
、
決
算
審
査
特

別
委
員
会
で
の
指
摘
事
項
や
監
査

意
見
書
を
踏
ま
え
た
適
正
な
対
応

に
努
め
る
こ
と
と
あ
る
が
、
今
回

の
予
算
の
ど
こ
に
反
映
さ
れ
て
い

る
か
。

答　

弁　

決
算
委
員
会
で
は
執
行

率
、
繰
越
、
財
政
健
全
化
等
い
ろ

い
ろ
な
指
摘
が
あ
っ
た
。
そ
れ
ら

を
踏
ま
え
、
市
の
事
業
に
つ
い
て

見
直
し
、
６
千
800
万
円
ほ
ど
削
減

し
た
の
を
は
じ
め
、
起
債
も
十
分

削
減
し
て
い
る
。
経
常
収
支
比
率

に
つ
い
て
は
平
成
23
年
度
決
算
に

お
い
て
は
118
％
と
な
っ
た
が
、
今

後
と
も
注
視
し
な
が
ら
財
政
運
営

を
し
て
い
く
。

質　

疑　

市
税
に
つ
い
て
個
人
、

法
人
税
が
伸
び
て
い
る
要
因
に
つ

い
て
。

答　

弁　

個
人
市
民
税
で
は
東
京

電
力
か
ら
の
賠
償
金
等
に
よ
り
、

農
業
所
得
と
一
時
所
得
で
約
一
億

ほ
ど
伸
び
る
と
予
測
し
て
い
る
。

法
人
市
民
税
に
つ
い
て
は
事
業
を

休
止
し
て
い
た
法
人
の
再
開
、
ま

た
新
設
に
よ
る
も
の
。

質　

疑　

除
染
対
策
交
付
金
と
し

て
456
億
円
が
計
上
さ
れ
て
い
る
が
、

放
射
能
に
つ
い
て
は
ま
だ
ま
だ
高

い
と
こ
ろ
が
残
っ
て
い
る
。
こ
の

間
、
国
か
ら
き
ち
ん
と
交
付
措
置

が
さ
れ
る
と
見
て
い
る
の
か
。

答　

弁　

計
画
上
は
26
年
度
ま
で

と
な
っ
て
い
る
が
、
そ
の
後
も
継

続
し
て
除
染
作
業
を
実
施
し
て
い

く
た
め
に
は
、
国
の
交
付
金
を
財

源
と
し
て
実
施
す
る
よ
う
に
な
る

と
考
え
て
お
り
、
国
に
も
そ
の
旨

は
十
分
説
明
し
な
が
ら
、
継
続
し

て
除
染
作
業
を
進
め
て
い
き
た
い
。

質　

疑　

線
量
低
減
化
活
動
支
援

補
助
金
に
つ
い
て
は
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
や
行

政
区
、
各
種
団
体
に
除
染
を
依
頼
す

る
も
の
だ
が
、
昨
年
度
に
比
べ
て
団

体
数
が
か
な
り
減
っ
て
い
る
が
執
行

部
と
し
て
こ
の
事
業
に
つ
い
て
ど
の

よ
う
に
考
え
て
い
る
の
か
。

答　

弁　

除
染
に
つ
い
て
は
市
民

の
協
力
が
な
い
と
進
ま
な
い
。
本

事
業
に
つ
い
て
は
線
量
の
低
減
が

第
一
の
目
的
で
あ
る
が
、
市
民
に

少
し
で
も
参
加
し
て
も
ら
う
事
で

除
染
に
対
し
て
理
解
を
得
ら
れ
れ

ば
と
の
思
い
で
あ
る
。

質　

疑　

現
在
除
染
は
何
区
域
で

始
ま
っ
て
、
全
体
の
何
％
と
な
っ

て
い
る
か
。

答　

弁　

原
町
区
の
片
倉
、押

、

高
倉
、
大
原
、
鹿
島
区
の
橲
原
の

５
行
政
区
で
３
月
終
了
見
込
み
分

で
約
５
％
と
な
る
。

討　

論　

除
染
土
壌
等
仮
置
き
場

設
置
管
理
事
業
に
お
い
て
、
市
で

は
仮
置
き
場
設
置
に
係
る
風
評
被

害
に
よ
る
経
済
的
実
害
に
つ
い
て

起
こ
り
う
る
可
能
性
を
認
識
し
た

上
で
、
ど
れ
ほ
ど
の
経
済
的
損
失

が
生
じ
る
か
は
分
か
ら
な
い
と
の

こ
と
だ
が
、
仮
置
き
場
を
設
置
す

れ
ば
損
害
賠
償
を
こ
う
む
る
可
能

性
が
あ
る
こ
と
、
さ
ら
に
仮
置
き

場
設
置
に
対
し
520
名
を
超
え
る
反

対
署
名
が
寄
せ
ら
れ
て
お
り
、
民

意
を
反
映
し
た
も
の
と
は
考
え
ら

れ
な
い
と
の
２
つ
の
理
由
か
ら
反

対
と
の
意
見
。

　

平
成
25
年
度
は
南
相
馬
市
と
し

て
過
去
最
大
の
予
算
を
計
上
し
て

い
る
。
復
興
計
画
に
掲
げ
る
６
つ

の
重
要
施
策
に
つ
い
て
、
執
行
部

か
ら
は
期
間
内
で
や
り
遂
げ
る
と

の
意
気
込
み
が
示
さ
れ
た
こ
と
に

よ
り
賛
成
と
の
意
見
。

採
決
の
結
果
、
賛
成
多
数
で
原
案

の
通
り
可
決
。

南
相
馬
市
災
害
時
に
お
け
る
相
互
支

援
に
関
す
る
条
例
制
定
に
つ
い
て

質　

疑　

協
定
先
の
自
治
体
は
ど

の
よ
う
に
選
定
す
る
の
か
。

答　

弁　

杉
並
区
を
は
じ
め
ス
ク

ラ
ム
関
係
自
治
体
や
被
災
市
民
を

受
け
入
れ
て
い
る
自
治
体
、
万
一

原
発
事
故
に
備
え
、
同
時
被
災
し

な
い
遠
隔
地
の
避
難
場
所
を
確
保

す
る
必
要
が
あ
る
こ
と
か
ら
山
形

県
、
新
潟
県
、
宮
城
県
な
ど
の
自

治
体
と
協
定
締
結
に
向
け
取
り
組

を
し
て
い
き
た
い
。

審
査
の
結
果
、
原
案
の
通
り
可
決
。

請
願
２
号　

地
方
財
源
の
確
保
を
求
め
る
意
見
書

　

こ
の
地
に
お
い
て
は
、
震
災
を

含
め
職
員
の
労
働
意
欲
を
そ
ぐ
わ

け
に
は
い
か
ず
、
本
請
願
の
願
意

は
妥
当
で
あ
る
。

審
査
の
結
果
、
採
択
。

仮置き場（原町区押 ）
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常
任
委
員
会
審
査

建
設
経
済
常
任
委
員
会

建
設
経
済
常
任
委
員
会

平
成
25
年
度
南
相
馬
市
水
道
事
業

会
計
予
算
に
つ
い
て

質　

疑　

給
水
戸
数
は
震
災
前
の

８
割
程
度
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
状

況
だ
が
、
給
水
戸
数
が
減
少
し
て

い
る
中
で
、
料
金
等
の
検
討
は
。

答　

弁　

小
高
水
道
事
業
に
つ
い

て
は
、
現
在
避
難
し
て
い
る
の

で
、
当
然
避
難
中
に
つ
い
て
は
料

金
を
徴
収
し
な
い
措
置
を
と
っ
て

お
り
、
当
然
東
電
に
賠
償
金
で
逸

失
利
益
分
に
つ
い
て
全
額
請
求
を

し
て
い
く
。
旧
警
戒
区
域
の
住
民

が
戻
ら
れ
て
も
、
使
用
者
数
が
減

る
こ
と
が
見
込
ま
れ
る
の
で
、
そ

れ
ら
に
つ
い
て
も
東
電
へ
の
賠
償

請
求
と
と
も
に
、
国
へ
の
財
政
支

援
に
つ
い
て
積
極
的
な
要
望
を
し

て
い
く
。

審
査
の
結
果
、原
案
の
通
り
可
決
。

平
成
25
年
度
南
相
馬
市
農
業
集
落
排

水
事
業
特
別
会
計
予
算
に
つ
い
て

質　

疑　

鹿
島
区
の
南
部
は
利
用

者
が
減
っ
て
10
軒
ぐ
ら
い
し
か
な

く
、
東
部
に
つ
い
て
も
ど
ん
ど
ん

減
っ
て
い
る
状
況
で
の
負
担
は
。

答　

弁　

東
部
農
集
の
汚
水
処
理

は
鹿
島
の
公
共
に
接
続
し
て
お
り
、

南
部
は
処
理
場
が
被
災
し
て
い
る

の
で
、
大
型
浄
化
槽
で
対
応
し
て

い
る
。
今
回
の
東
部
農
集
、
南
部

農
集
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ま
で
ど

お
り
の
料
金
設
定
で
、
使
用
し
て

い
る
受
益
者
に
特
段
の
負
担
を
い

た
だ
く
こ
と
は
考
え
て
い
な
い
。

審
査
の
結
果
、原
案
の
通
り
可
決
。

平
成
25
年
度
南
相
馬
市
工
場
用
地

等
整
備
事
業
特
別
会
計
予
算
に
つ

い
て

質　

疑　

全
体
の
27
％
ぐ
ら
い
の

造
成
だ
が
、
今
後
の
計
画
は
。

答　

弁　

全
体
の
取
得
面
積
が
約

47
ヘ
ク
タ
ー
ル
で
山
林
の
部
分
等

あ
り
、
今
回
行
う
の
は
約
13
ヘ
ク

タ
ー
ル
の
エ
リ
ア
で
第
1
期
開
発

と
し
、
ま
ず
１
期
開
発
分
譲
地
が

完
売
か
完
売
見
込
み
と
な
っ
て
、

新
規
で
の
立
地
を
希
望
す
る
企
業

が
あ
る
と
い
う
状
況
に
な
っ
た
と

き
に
２
期
開
発
を
行
い
た
い
。

審
査
の
結
果
、原
案
の
通
り
可
決
。

財
産
の
処
分
に
つ
い
て

質　

疑　

今
回
の
企
業
が
、
立
地

す
る
こ
と
に
よ
る
経
済
的
な
効
果

は
。

答　

弁　

ジ
ー
エ
ム
ジ
ー
の
場

合
、
ま
ず
固
定
資
産
税
が
土
地
と

工
場
で
約
１
千
60
万
２
千
円
、
償

却
資
産
が
945
万
円
。
法
人
市
民
税

が
273
万
２
千
円
と
見
て
お
り
、
経

済
波
及
効
果
は
、
造
成
工
事
及
び

工
場
建
設
に
伴
う
総
合
的
な
生
産

誘
発
額
を
出
し
た
と
こ
ろ
、
設
備

投
資
が
約
50
億
円
で
そ
の
約
1.5
倍

と
い
う
こ
と
で
75
億
円
く
ら
い
の

経
済
波
及
効
果
が
あ
る
。

審
査
の
結
果
、原
案
の
通
り
可
決
。

平
成
25
年
度
南
相
馬
市
一
般
会
計

予
算
に
つ
い
て

質　

疑　

や
さ
し
い
み
ち
づ
く
り

事
業
に
つ
い
て
、
カ
ー
ブ
ミ
ラ
ー

の
新
設
や
、
カ
ラ
ー
舗
装
等
々
を

計
上
し
て
い
る
が
、
年
次
計
画
で

や
っ
て
い
く
の
か
、
地
元
か
ら
要

望
が
あ
っ
た
も
の
か
。

答　

弁　

カ
ラ
ー
舗
装
等
は
、
雫

大

線
で
大

小
学
校
前
の
部
分

の
道
路
が
狭
い
こ
と
か
ら
路
肩
に

着
色
し
て
、
歩
行
帯
を
つ
け
年
次

計
画
を
も
と
に
進
め
て
き
て
い
る

事
業
。
深
野
３
号
線
は
、
昨
年
、

安
全
点
検
を
実
施
し
て
、
市
教
育

委
員
会
、
保
安
委
員
会
、
道
路
管

理
者
と
三
者
で
点
検
し
た
中
で
、

危
険
箇
所
と
い
う
こ
と
で
指
摘
を

受
け
た
箇
所
で
あ
る
。

質　

疑　

防
災
集
団
移
転
促
進
事

業
は
、
具
体
的
に
ど
う
い
う
手
法

で
今
後
進
め
て
い
く
考
え
な
の
か
。

答　

弁　

20
キ
ロ
圏
内
の
防
災
集

団
移
転
は
、
ア
ン
ケ
ー
ト
後
に
、

移
転
促
進
区
域
等
の
関
係
に
つ
い

て
行
政
区
で
話
し
た
。
今
後
、
行

政
区
長
及
び
地
域
の
代
表
者
等
を

含
め
、
移
転
先
に
つ
い
て
は
検
討

し
て
い
く
。
財
物
補
償
の
様
子
も

見
な
が
ら
、
土
地
所
有
者
の
地
権

者
と
相
談
し
て
方
向
性
を
見
出
す
。

質　

疑　

環
状
１
号
線
は
、
重
要

幹
線
道
路
で
円
滑
な
都
市
交
通
網

の
確
保
を
図
る
と
い
う
目
的
だ

が
、
県
道
が
拡
幅
さ
れ
、
交
通
網

と
し
て
は
環
状
１
号
線
が
な
く
て

も
、確
保
で
き
る
の
で
は
な
い
か
。

答　

弁　

環
状
１
号
線
は
、
災
害

時
の
避
難
道
路
や
災
害
遮
断
空
間

等
の
都
市
防
災
機
能
を
有
す
る
こ

と
か
ら
、
現
在
、
工
事
を
進
め
て

い
る
と
こ
ろ
で
、
計
上
し
た
平
成

25
年
度
予
算
は
、
駅
通
り
か
ら
中

央
通
り
ま
で
で
避
難
道
路
と
し
て

位
置
的
に
役
立
つ
と
考
え
る
。

質　

疑　

街
な
か
賑
わ
い
創
出
事

業
に
つ
い
て
、
昨
年
の
月
別
の
売

上
げ
等
に
つ
い
て
。

答　

弁　

市
民
市
場
、
チ
ャ
レ
ン

ジ
シ
ョ
ッ
プ
、屋
台
村
の
合
計
で
、

12
月
末
現
在
３
千
826
万
６
千
円
。

討　

論　

今
年
度
の
環
状
１
号
線

整
備
事
業
の
予
算
は
、
約
１
億
円

近
い
額
で
あ
り
、
こ
れ
か
ら
復
興

の
た
め
の
財
源
が
必
要
と
な
る
中

で
、
放
射
能
に
よ
る
健
康
被
害
の

み
な
ら
ず
生
活
環
境
の
大
き
な
変

化
に
よ
り
、
医
療
、
福
祉
、
介
護

の
分
野
は
非
常
に
立
ち
遅
れ
て
お

り
、
市
民
生
活
の
中
で
も
特
に

こ
の
分
野
は
最
優
先
す
べ
き
と
考

え
、
当
面
凍
結
す
べ
き
と
の
反
対

意
見
。

　

環
状
１
号
線
は
二
見
町
界
隈
の

道
路
が
狭
い
状
況
も
あ
り
、
避
難

道
路
と
し
て
都
市
防
災
で
も
必
要

な
道
路
で
あ
り
、
都
市
道
路
と
し

て
の
機
能
を
果
た
す
。
建
設
部
事

業
の
災
害
公
営
住
宅
、
防
災
集
団

移
転
等
の
予
算
が
計
上
さ
れ
、
経

済
部
事
業
で
は
農
地
除
染
工
業
団

地
の
整
備
、
雇
用
の
確
保
と
い
う

意
味
で
、
南
相
馬
市
の
復
興
の
た

め
に
も
大
変
重
要
な
予
算
で
あ
る

と
の
賛
成
意
見
。

採
決
の
結
果
、
賛
成
多
数
で
原
案

の
通
り
可
決
。

整備の進む環状一号線道路と歩道（原町区）




